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水
路
の
占
用
許
可
は
、
慎
重

に
判
断
す
べ
き
で
す
。 

 

は
じ
め
に
許
可
あ
り
き 

で
は
な
い
の
か
？ 

市
は
『
継
続
使
用
す
る
な
ら
申
請

し
て
く
だ
さ
い
』
と
事
業
者
に
申
請

を
さ
せ
、
現
状
で
の
使
用
を
認
め
て

い
ま
す
。
住
民
側
は
、
ま
ず
使
用
を

差
止
め
、
通
路

（橋
）
の
現
状
復
帰

を
さ
せ
た
上
で
申
請
を
受
理
す
べ
き

と
主
張
し
て
い
ま
す
。 

 

法
的
に
許
さ
れ
る 

ケ
ー
ス
な
の
か
？ 

  

他
市
で
は
、
道
水
路
占
用
の
許
可

要
件
と
し
て
、
『
特
定
の
人
の
営
利

目
的
の
た
め
の
占
用
で
な
い
こ
と
』
と

あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
し
な
い
の
か
。 

抜
本
的
解
決
は
、
搬
入 

場
所
の
変
更
で
は 

 
 

住
宅
地
の
中
に
あ
る
倉
庫
に
、
大

量
の
商
品
を
毎

日
納
品
す
る
に
は

無
理
が
あ
り
ま
す
。
『
主
力
の
生
鮮

三
品
と
日
配
品
は
店
舗
正
面
側
か

ら
納
品
す
べ
き
で
は
』
と
提
案
。 

 
現
在
こ
の
地
区
は
、
第

一
種
中
高

層
住
居
専
用
地
域
。
店
舗
は
５
０
０

㎡
以
下
、
倉
庫
は
建
設
出
来
な
い
。 

 

そ
こ
に
、
『
既
存
不
適
格
』
の
店
舗

１
５
０
０
㎡
、
倉
庫
５
７
０
㎡
が
あ
る
。

地
域
と
の
共
存
は
、
商
売
の
前
提
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。 

 

 

 
 

12

月
議
会
は
11

月
28

日
～
12

月
12

日

ま
で
開
催
。 

17
議
案
を
審
議
し
、
全
議
案
を
可
決
。 

報
告
は
、
専
決
処
分
事
項
の
承
認
。
先

日
実
施
さ
れ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
の
選

挙
費(

２
０
４
１
万
円)

の
補
正
。 

議
案
は
、
条
例
の
改
正
及
び

一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
補
正
予
算
他
。 

 

議
案
審
議 

 

条
例
の

一
部
改
正
は
、
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
、
市
長

・
副
市
長
及
び
教

育
長
の
給
与
に
関
す
る
条
例
、
議
員
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、
学

童
保
育
条
例
、
水
道
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
、
図
書
館
条
例
等
。 

そ
の
他
、
指
定
管
理
者
の
指
定
（老
人
福

祉
セ
ン
タ
ー
・吉
川
市
連
合
長
寿
会
）
、

公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

（齊
藤
正
雄

氏
の
再
任
）
、
人
権
擁
護
委
員
（立
澤
秀

子
氏
）
の
再
推
薦
を
審
議
。 

 

委
員
会
審
査 

 

総
務
水
道
委
員
会(

伊
藤)

は
、
市
長
等

の
給
与

・特
別
職
の
報
酬
及
び
費
用
弁

償

・議
員
の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例

・
水
道
事
業
の
設
置
及

び
補
正
予
算
担
当
分
。
建
設
生
活
委
員

会(

稲
垣)

は
、
一
般
会
計
補

正
予
算
及

び
下
水
道
事
業

・農
業
集
落
排
水
事
業

補
正
予
算
を
審
査
。 

 

一
般
質
問 

●
①
ス
ー
パ
ー
「
マ
ル
サ
ン
」
に
よ
る
住
民

被
害
の
対
策
を
②
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
策
定
に
つ
い
て 

 
 

（稲
垣
） 

●
①
「
小
中

一
貫
校
」
の
提
案
②
東
口
開

発
計
画
と
の
関
連
③
新
庁
舎
に
つ
い
て

④
街
路
樹
に
つ
い
て 

 
 

 

（伊
藤
） 

 
 

 
 

 
 



  

川
市
と
し
て
は

一
体
型
で
は
な
く
、

９
年
間
を
見
通
し
た
教
育
課
程
の

境
づ
く
り
に
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と

要
望
し
ま
し
た
。 

 

佳
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。
（い
と
う
） 

中

一
貫
校
の
編
成
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
と
提
案
し
、
現
時
点
で
の
見

解
を
聞
き
ま
し
た
。 

 

あ
り
、
敷
地
も
狭
い
。
伝
統
あ
る
旭

と
三
輪
野
江
小
の
統
合
に
は
地
域

の
人
々
の
十
分
な
理
解
が
必
要
。
吉

川
市
と
し
て
は

一
体
型
で
は
な
く
、

を
超
え
た
こ
と
も
。
小
中

一
貫
校
の

制
度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
機
会
に
地
域
、

保
護
者
を
巻
き
込
ん
だ
よ
り
よ
い
環

境
づ
く
り
に
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と

心
を
開
き
た
い
も
の
。 

厳
し
く
寒
い
季
節
の
到
来
。
「心
の
窓
」を
開

き
た
い
も
の
で
す
。 

 

美
南

地
区
の
新
設
中
学
校
の
在

り
方
と
並
行
し
て
、
東
中
を
軸
に
小

中

一
貫
校
の
編
成
を
検
討
し
て
は

で
す
。 

教
育
長
は
東
中
学
校
は
現
在
半

数
は
栄
小
学
校
区
か
ら
の
生
徒
で

あ
り
、
敷
地
も
狭
い
。
伝
統
あ
る
旭

吉
川
で
は
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
一
つ
で

あ
る
不
登
校
の
児
童

・
生
徒
は
66

人

（
26

年
４
月
）
一
時
は
１
０
０
人

を
超
え
た
こ
と
も
。
小
中

一
貫
校
の

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

挨
拶
は
年
長
者
か
ら
。
そ
し
て
み
ぢ
か
な

家
庭
、
近
隣
か
ら
。
大
人
が
も
っ
と
も
っ
と
、

体
験
活
動
の
連
携
▽
学
校
と
家
庭
、

地
域
住
民
と
の
協
力
、
連
携
の
強

化
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。 

移
。
旭
小
、
三
輪

野
江
小
は
全
学

年
１
学
級
編
成
で
35

人
学
級
の
半

分
以
下
の
学
級
も
で
て
く
る
見
通
し

で
す
。 

千
人
。
そ
の
場
合
北
谷
小
と
南
中

で
収
容
で
き
る
と
考
え
て
い
る
と
教

育
長
の
答
弁
。 

吉
川
で
は
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
一
つ
で

子
高
齢
化
。
核
家
族
化
。
溢
れ
る
情
報
。
災

害
、
犯
罪
、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
。
乗
り
越
え
て
成 

 

長
し
、
自
己
を
確
立
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

型
の
二
つ
の
方
式
。
▽
義
務
教
育
９

年
間
の
系
統
的
学
習

▽
小
、
中
教

員
の
相
互
乗
り
入
れ
▽
学
習
継
続
、

一
方
で
市
内
全
体
の
児
童
生
徒
数

は
少
子
化
で
ピ
ー
ク
時

（昭
和
58
～

62

年
）
よ
り
25

％
程
度

の
減
で
推

移
。
旭
小
、
三
輪

野
江
小
は
全
学

年
度
の
都
市
計
画
決
定
、
着
手
を

目
指
す
。
総
事
業
費
１
７
４
億
円
。

60

ha
。
こ
の
開
発
の
計
画
人
口
は
４

千
人
。
そ
の
場
合
北
谷
小
と
南
中

日
常
の
体
験
を
交
え
て
実
感
や
思
い
を
込
め

た
作
文
も
み
ご
と
で
し
た
。 

 

激
動
す
る
世
界
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
。
少

は
小
、
中
を
同

一
の
施
設
で
行
う

一

体
型
と
校
舎
は
別

々
で
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
運
営

の
連
携
を
強
め
る
連
携

校
用
地
は
確
保
済
み
。
未
来
へ
の
遺

産
と
し
て
ど
う
創
り
上
げ
る
の
か
。

一
方
で
市
内
全
体
の
児
童
生
徒
数

北
谷
小
と
南
中
で
収
容 

吉
川
美
南
駅
東

口
の
開
発
は
27

年
度
の
都
市
計
画
決
定
、
着
手
を

 

勇
気
を
く
れ
る
」
「お
互
い
を
幸
せ
な
気
持
ち

に
さ
せ
る
」
「や
る
気
を
起
こ
す
」
「礼
儀
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
基
本
」
「魔
法
の
言
葉
」。

る
。
全
国
で
は
す
で
に
１
１
３
０
校
で

試
行
。
学
習
効
果
や
い
わ
ゆ
る
中
１

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
が
狙
い
。
一
貫
校

後
の
30

年
度
は
約
９
０
０
人
に
。
新

設
中
学
校
は
５
１
０
人
。
中
学
校
は

８
年
後
７
２
０
人
へ
と
増
加
。
中
学

答
弁
し
ま
し
た
。 

 新
駅
東
口
の
開
発 

北
谷
小
と
南
中
で
収
容 

 

と
し
た
発
表
に
熱
気
と
共
感
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
し
た
。 

「挨
拶
は
出
会
い
を
作
る
」
「挨
拶
は
元
気
や

の
小
中

一
貫
校
を
自
治
体
の
判
断

で
導
入
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
関
係

法
案
が
ち
か
く
国
会
に
提
出
さ
れ

設

も
始

動

。
市

の
人

口
は
新

年

早
々
７
万
人
の
大
台
を
超
え
る
。
市

教
委
の
推
定
で
は
美
南

小
は
４
年

も
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
や
地
域
の
見
守
り
活
動
も
あ
り
、

い
ま
の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
―
。
と

答
弁
し
ま
し
た
。 

表
し
て
披
露
し
ま
し
た
。
大
会
は
「あ
い
さ
つ

で
心
ふ
れ
あ
う
ま
ち
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に

毎
年
開
か
れ
、
会
場
に
は
力
強
く
、
は
つ
ら
つ

 
い
と
う 

正
勝 

文
科
省
は
28

年
度
に
も
９
年
間

12

月
。
美
南

駅
前

の
マ
ン
シ
ョ
ン

（４
２
９
戸
）
の
入
居
が
始
ま
っ
た
。
隣

接
地
に
２
０
０
戸
余
の
マ
ン
シ
ョ
ン
建

え
が
な
い
等
課
題
も
あ
る
が
、
ま
と

ま
り
や
団
結
力
が
培
わ
れ
る
利
点

も
あ
る
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
活
用
は
Ｐ
Ｔ

 

青
少
年
健
全
育
成
大
会
で
発
表
さ
れ
た
市
内

小
学
生
の
作
品
。
小
、
中 

11
校
の
児
童
、

生
徒
た
ち
が
標
語
、
作
文
の
部
で
各
校
を
代

 
小
、
中

一
貫
校
の
展
開 

東
中
を
軸
に
考
え
て
は 

美
南
は
児
童
生
徒
急
増 

旭
、
三
輪
野
江
は
大
幅
減 

科
担
任
制
な
ど
連
携
を
よ
り
強
く

図
る
方
向
で
検
討
し
た
い
。
教
育
部

長
は
小
規
模
校
は
６
年
間
ク
ラ
ス
替

 

 

▽
あ
い
さ
つ
は
関
係
き
ず
く
第

一
歩 

▽
あ
い
さ
つ
で
地
域
の
交
流
広
げ
よ
う 

こ
れ
は
11
月
29
日
お
あ
し
す
で
開
か
れ
た

 
 

編
成
や
小
学
校
高
学
年
の
一
部
教

 

▽
お
は
よ
う
の
そ
の
一
言
で
笑
顔
咲
く 



 

      

＜
 

（

前後。現在

活用等で。指導の支援員は

土曜日の時間延長も。最長

先行の学童保育を視察

 

＜
 

郷よりの定員

は

 

＜図書館午前
 

定管理者に委ねることに。関係予算が債務負担行為として計上された。これを機に図書館はおあし

すの開館

年末

 

＜老人センターは自主運営＞
 

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

評で全国的にも注目され

 

＜新庁舎建設
 

は

ないか。設計業者、レイアウト業者と

合することに。２月中にこの作業を終わり、３月中に発注の時期、方法を決める段取りで進

行しています。

 

 

        

 

      

＜希望者は
 １２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

（1～3 年）に加え

前後。現在、

活用等で。指導の支援員は

土曜日の時間延長も。最長

先行の学童保育を視察

  

＜美南駅前保育所の開園は
 美南地区に新年度

郷よりの定員

は相当遅れ

 

＜図書館午前
 おあしす（図書館含む）と老人センター運営について。市は

定管理者に委ねることに。関係予算が債務負担行為として計上された。これを機に図書館はおあし

すの開館時

年末 28 日の休館

 

＜老人センターは自主運営＞
 老人センターは老人クラブ連合会の自主運営。総会選出の会長のもと、理事会を軸に。事務局体

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

評で全国的にも注目され

 

＜新庁舎建設
 新庁舎は詳

は資材費、

ないか。設計業者、レイアウト業者と

合することに。２月中にこの作業を終わり、３月中に発注の時期、方法を決める段取りで進

行しています。

 市議会の

 
い
』
と
改
め
て
思
う
。 

今
年
も
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。 

皆
様
、
ど
う
ぞ
よ
い
お
年
を
お
迎
え
く
だ

さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

（い
な
が
き
） 

      

『学童保育』６年生までに
             

は １５０人前後の
１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）に加え高学年

、確認の作業中で最終的には今年度より

活用等で。指導の支援員は

土曜日の時間延長も。最長

先行の学童保育を視察

美南駅前保育所の開園は
美南地区に新年度 2

郷よりの定員 60 人の施設は

相当遅れ 11 月頃の開園

＜図書館午前 9 時開館へ＞
おあしす（図書館含む）と老人センター運営について。市は

定管理者に委ねることに。関係予算が債務負担行為として計上された。これを機に図書館はおあし

時に合わせて午前

日の休館日は

＜老人センターは自主運営＞
老人センターは老人クラブ連合会の自主運営。総会選出の会長のもと、理事会を軸に。事務局体

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

評で全国的にも注目され

＜新庁舎建設 最新情報＞
新庁舎は詳細・実施設計に向け詰めの作業中。基本設計では三階建て延べ８４７０

、労務費のアップなどで

ないか。設計業者、レイアウト業者と

合することに。２月中にこの作業を終わり、３月中に発注の時期、方法を決める段取りで進

行しています。 

市議会の議場など「本気で市民に開く」よう繰り返し働きかけています

『
人
生
は
あ
っ
と
い
う
間
』
と
言
っ
て
い
た
。

あ
れ
か
ら
４
０
年
、
義
父
と
同
じ
位
の
歳 

に
な
り
、
本
当
に
そ
う
だ
と
実
感
で
き
る
。 

『
己
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
生
き
方
を
し
た

い
』
と
改
め
て
思
う
。 

        いながき・いとうの

学童保育』６年生までに
    ――

１５０人前後の増
１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

高学年（4～6 年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人
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制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

評で全国的にも注目されています

最新情報＞
細・実施設計に向け詰めの作業中。基本設計では三階建て延べ８４７０

労務費のアップなどで

ないか。設計業者、レイアウト業者と

合することに。２月中にこの作業を終わり、３月中に発注の時期、方法を決める段取りで進

議場など「本気で市民に開く」よう繰り返し働きかけています

っ
て
は
初
め
て
の
経
験
。 

線
香
の
ゆ
れ
る
煙
を
見
て
い
る
と
、
心
が

落
ち
着
く
。
そ
し
て
義
父
を
思
い
出
す
。 

『
人
生
は
あ
っ
と
い
う
間
』
と
言
っ
て
い
た
。

いながき・いとうの

学童保育』６年生までに
――12 月市議会議案質疑から
増か＞ 

１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

確認の作業中で最終的には今年度より

人の増員を見込み、資格要件の幅を広げて公募。今回の改正では

午後 7 時までに。新たに受け入れる高学年

などして準備を進めるとの事

美南駅前保育所の開園は遅れて 秋に＞
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月にオープンするものの、美南
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おあしす（図書館含む）と老人センター運営について。市は

定管理者に委ねることに。関係予算が債務負担行為として計上された。これを機に図書館はおあし

時のオープン。

開館日は１年間で

＜老人センターは自主運営＞ 
老人センターは老人クラブ連合会の自主運営。総会選出の会長のもと、理事会を軸に。事務局体

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

ますが、クラブ員
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１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

確認の作業中で最終的には今年度より 15

人の増員を見込み、資格要件の幅を広げて公募。今回の改正では

時までに。新たに受け入れる高学年

などして準備を進めるとの事

秋に＞ 
ヶ所の保育所が開設され、市では待機児童はほぼ解消と見ていましたが、三

月にオープンするものの、美南

になりそうとのこと。一部に影響

おあしす（図書館含む）と老人センター運営について。市は

定管理者に委ねることに。関係予算が債務負担行為として計上された。これを機に図書館はおあし

オープン。1 時間の繰り上げに。市民の声を受けて

開館日は１年間で 6 日間増えることに
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制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行
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細・実施設計に向け詰めの作業中。基本設計では三階建て延べ８４７０
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１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

150 人前後増える見通し。施設は余裕教室の

人の増員を見込み、資格要件の幅を広げて公募。今回の改正では

時までに。新たに受け入れる高学年

などして準備を進めるとの事です。 

市では待機児童はほぼ解消と見ていましたが、三

月にオープンするものの、美南駅前マンション脇の定員

影響が出そうです。

おあしす（図書館含む）と老人センター運営について。市は 27 年度以降も

定管理者に委ねることに。関係予算が債務負担行為として計上された。これを機に図書館はおあし

時間の繰り上げに。市民の声を受けて

日間増えることに

老人センターは老人クラブ連合会の自主運営。総会選出の会長のもと、理事会を軸に。事務局体

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

の減少傾向にどう対応する
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月市議会議案質疑から

１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

増える見通し。施設は余裕教室の

人の増員を見込み、資格要件の幅を広げて公募。今回の改正では

時までに。新たに受け入れる高学年児童については、草加など

市では待機児童はほぼ解消と見ていましたが、三
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老人センターは老人クラブ連合会の自主運営。総会選出の会長のもと、理事会を軸に。事務局体

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行

の減少傾向にどう対応するのか、課題も。

細・実施設計に向け詰めの作業中。基本設計では三階建て延べ８４７０

に。よりコンパクトに。削れるところは

本庁舎東側の倉庫は南側の棟に統

合することに。２月中にこの作業を終わり、３月中に発注の時期、方法を決める段取りで進

議場など「本気で市民に開く」よう繰り返し働きかけています

治

・
経
済
そ
し
て
事
件
や
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
。 

 

そ
う
言
え
ば
、
『
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た
』

と
思
い
出
し
な
が
ら
も
、
随
分
と
前
に
起
こ

っ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。 

月市議会議案質疑から 

１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

増える見通し。施設は余裕教室の

人の増員を見込み、資格要件の幅を広げて公募。今回の改正では
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老人センターは老人クラブ連合会の自主運営。総会選出の会長のもと、理事会を軸に。事務局体

制を整え、シルバー人材センターもスタッフ派遣。トイレの洋式化、お迎えのバス運行の手配
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１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

増える見通し。施設は余裕教室の
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１２月議会に学童保育条例の改正案が提出された。国の制度改正に伴うもの。これまでの低学年

年）も対象児に。アンケートによる推計では希望児童は全体で７３０人

増える見通し。施設は余裕教室の

人の増員を見込み、資格要件の幅を広げて公募。今回の改正では

児童については、草加など
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